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1 はじめに

昨今，インターネットを利用したショッピングは消費

者の新たな購買行動の形態として確立されてきており，

ショッピングサイトも数多く開設されている．取り扱

われるアイテムも多岐に渡り，その情報は膨大な量と

なりつつある中，消費者の欲求を満たすアイテムをい

かに迅速に提示するかについて，ショッピングサイト

を運営する企業は様々な手段を講じている．

筆者らは先行研究において，アイテムに対して複数

の定量的な評価項目を設定し，ユーザからそれらの評

価を受けた上で的確なアイテムを推薦する手法を提案

している [2]．ユーザから得た評価を分析してユーザの

嗜好把握を試みる類似研究として，Lakiotakiらは映画

推薦においてユーザの主観的要素を取り扱う多基準分

析による推薦システムを提案している [1]．Lakiotakiら

の嗜好抽出手法に対し，筆者らは主成分分析を用いる

ことでアイテムに対する総合的な評価指標からユーザ

の嗜好傾向の把握を試みている．

本稿では，先行研究 [2] で行った各ユーザに特徴的

な嗜好傾向を把握する手法に対し，全ユーザの嗜好傾

向から各ユーザの相対的な嗜好を把握する手法を用い，

推薦精度の向上を試みる．また，本手法の実世界での

試験運用を行う．

2 先行研究からの分析手法改良

筆者らは先行研究 [2]において，単一のアイテムに対

して付与された複数の定量的な評価データを用い，主

成分分析を行ってユーザの評価傾向を把握することを

試みている．しかしながら本手法では，その分析結果

から把握できるのはそのユーザの絶対的な嗜好特徴の

みであり，ユーザ間の特徴の相違は把握できていなかっ

た．そこで本稿では主成分分析を行うデータについて，

推薦対象ユーザのアイテムに対する評価データだけで

なく，全ユーザの全アイテム評価を用いることで，全員

の評価傾向の中での対象ユーザの特徴を推測する．こ

れにより，先行研究 [2]よりも正確な類似ユーザの選定

および推薦精度の向上が望めると考えられる．
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3 システム実装

本稿で実装する推薦システムの内部設計図を図 1に

示す．本システムの実装先であるワインスペース 1の
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図 1:システム内部設計図

環境に合わせるため，本システムは PHP5.32 および

MySQL5.53を用いて実装を行っている．ユーザの評価

データ入力を受けると，それをMySQL上のデータテー

ブルに格納して評価データを収集する．ユーザからア

イテム推薦要求があると，その都度主成分分析を内部

実行する．これは，最新の全収集評価データを使用し

た分析結果を用いた上でアイテムを推薦するためであ

る．主成分分析には統計解析システム R2.8.14を用い

ている．そして，算出した主成分スコアから他ユーザ

との類似度を算出し，選出された類似ユーザが高評価

を付与した推薦対象アイテムをユーザに提示する．ア

イテムの提示画面は二画面構成となっており，画面上

部では推薦結果を，画面下部では図 2のように，ユー

ザの評価傾向を表示している．横軸に第一主成分，縦

軸に第二主成分を配し，各ユーザが評価を付与したア

イテムの主成分得点を用いて，各アイテムをプロット

する．また各軸についての説明を併記し，各ユーザが

自身の評価傾向を理解できるよう配慮している．

4 手法の有用性に関する評価実験

本システムを用いて被験者 19名からの評価データを

収集し，先行研究 [2] において収集したものと合わせ
1http://wspace.jp/
2http://www.php.net/
3http://www.mysql.com/
4http://cran.r-project.org/
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図 2:主成分得点によるプロット提示画面

て計 33名の評価したアイテム計 42個に対するデータ

を用いて提案手法の有用性についての評価実験を行っ

た．本研究における比較対象は，従来手法として「好

き」「好きではない」の二種類で評価される手法，およ

び先行研究 [2] の手法である．

実験の結果，各手法について算出した精度，再現率，

F値を表 1，11点補完再現率-精度曲線を図 3に示す．

また，各手法間における結果の差の有意性を検証する

ために行った二元配置分散分析の結果から，等分散検

定の結果を表 2に示す．

表 1: 11点平均精度
精度 再現率 F値

従来手法 0.661 0.742 0.663

ワインごと（先行研究） 0.698 0.530 0.570

ユーザごと（先行研究） 0.692 0.540 0.580

提案手法 0.728 0.669 0.670
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図 3:再現率-精度曲線

表 1および図 3より，先行研究 [2] の手法よりも提

案手法は精度を大幅に向上させることができ，また表

2より P値が 0.05以下であるため，結果の差異が有意

表 2:分散分析結果

分散 観測された分散比 P値 F境界値

7.532E-02 17.06 1.184E-06 2.922

であることが示された．先行研究 [2] からの大幅な精

度向上は，アイテム評価数が少ないユーザに対しても，

収集した全データを用いたことでその不足による評価

傾向把握を補足でき，そのようなユーザの精度を大幅

に向上できたことによると考えられる．しかしながら，

提案手法は従来手法と比較して，再現率が 0.5より大

きい場合において精度の低下が見られる．情報検索技

術研究の分野において，再現率が高い場合よりも低い

場合における精度が重要視されることが実証されてい

る．このため本稿においてもこれを踏襲し，再現率が

低い場合での精度向上がみられた提案手法は有用であ

ると結論づける．

5 おわりに

本稿では，明示的な嗜好評価を受けた際のアイテム

推薦手法について，一つの評価のみであるユーザやア

イテムにも的確な推薦を行えるよう，ユーザ特徴把握

の分析手法の改良を行った．また，本研究をWebアプ

リケーションとして実装し，実世界での運用で評価デー

タの収集を行った．分析手法の改良によって，推薦結

果の精度を大幅に向上させることができた．今後は再

現率が高い場合における推薦精度をさらに向上させる

手法についての検討を行うと共に，本システムの実世

界運用を継続的に行っていき，提案手法の実世界での

有用性をさらに検証していく必要がある．
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